
史料紹介 「フランス王国のマレショーセの規律、
オルドナンス

指揮命令系統および職務に関する王令」（1760年4月19日）（2）（完）
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Royal ordinance on discipline, subordination and service
of Maréchaussées, promulgated on 19th April 1760.
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注
� マレショーセの領域上の管轄は主要都市の外に拡がる農村部や国王道路（幹線道路）であったが、

ここで国王道路とともに農村ではなく都市を挙げているのは、後出の第3編第10条にも対応して、
疑わしき外国人（よそ者）の通り道と潜伏先を監視するという狙いがあったと考えられる。

� 前者は「マレショーセのプレヴォ、副官、小隊長（exempt）、憲兵に対して、（マレショーセの称
号・資格に加えて）さらに夜警隊（guet）の隊長（chevalier）、副官、小隊長、警吏の称号・資格
を与え、夜警隊の小隊長職50、警吏職300の増設する」ための王令だが、ここでより重要なのは、

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
管轄区内の諸都市での被疑者の逮捕を認めていることである。マレショーセは従来、都市外の治安
維持を担う組織なのだが、「王国の複数の都市」で「反乱（sédition）と暴動（mutinerie）」が発生
しているという現状があり、この当時、「その諸都市に安息と公的な安寧を確立するために」、マレ
ショーセに都市の治安維持をも委ねたという意味で、重要なのである。Saugrain（Guillaume），La
Maréchaussée de France ou Receuil des Ordonnances, Edits, Déclarations, Lettres patentes, Arrests,
Reglements & autres Pieces..., Paris, 1697, pp. 513-516. 後者は「治安役人（officiers de police）とプレ
ヴォに対して、公共の安全を注意深く監視するように厳命する」もので、ソーグランによれば、「国
王命令（ordre du Roi）」の形で交付されている。酒場・宿屋の主人、小教区の住民総代（syndic）
に対して、宿泊や通過をする外国人、旅券を持たない外国人の監視、報告等を命じている。Saugrain,
Suite de la maréchaussée de France ou Recueil des Ordonnance, Edits, Declarations, Lettres Patentes,
Arrests, Reglemens & autres Piéces concernant la Création, Etablissement, Fonctions, Rang, Séances,
Prééminences, Droit Prérogatives & Privileges de tous les Officiers & Archers des Maréchaussées,
Paris, 1717, pp. 139-141.

� ここでの�commandant�とは、ルイ14世親政期以降、地方総督と地方総督代理の間に置かれ、実
質的に地方総督の役割を担っていた�commandant en chef�を示すと考えられる。Mousnier, Les in-
stitutions de la France, t. II, pp. 461 et 464 ; Marion (Marcel), Dictionnaire des institutions de la France
aux XVII e et XVIII e siècles, Paris, 1923 (Paris, 1984), p. 113.

� プレヴォ不在の際にプレヴォを代行できる「将校（l’officier）」といえば、副官である。したがっ
て、ここでの�les Officiers”はプレヴォでも副官でもなく、マレショーセの騎馬警察隊員、すな
わち班の指揮官と憲兵としか考えられない（続く第2条も同様）。これは前注（4）で示した�Of-
ficiers”と�Cavaliers”のそれとは異なる用法である。

� 1670年8月の刑事王令（Ordonnance criminelle）第2編第6条にあるように、被疑者を逮捕し、収
監するのはマレショーセの将校ではなく隊員であるから、ここでの�Officiers & Cavaliers”も第
4編第1条、第2条と同様に、「班の指揮官と憲兵」と考えられる。Recueil général des anciennes lois
françaises depuis l’an 429 jusqu’à la Révolution de 1789, éd. par Jourdan, Decrusy et Isambert,
Paris, t. XVIII, 1822-1833, p. 376.

	 �substitut�とは本来、代行のことであるが、ここでは、パリにあるコネタブリの国王検事を各地
のマレショーセにおいて代行している、各中隊所属の国王検事のことを指す。


 マレショーセの裁判管轄と訴訟手続は、刑事王令第1編および第2編で規定されている。Isambert,
Recueil général des anciennes lois françaises, t. XVIII, Paris, 1822-1833, pp. 374-379 ; Code Louis,
Milano, 1996, t. II, pp. 4-9（中村義孝「資料 ルイ14世1670年刑事王令」『立命館法學』第263号、1999
年、260～267頁）。その後、裁判管轄は、1731年2月5日の国王宣言で最終的に確定された。Décla-
ration du Roi, “Sur les cas Prevôtaux ou Présidiaux” du 5 février 1731, Service historique de la Dé-
fense, XF1.

� シャルル＝ルイ＝オーギュスト・フーケ、ベリール公爵は、ルイ14世治世初期の大蔵卿、あのニコ
ラ・フーケの孫である。1741年にフランス元帥、1758年に陸軍卿に就任するも、1761年1月、在職
のまま死去した。Sarmant (Thierry) (sous la direction de), Les ministres de la guerre 1570-1792. His-
toire et dictionnaire biographique, Paris, 2007, pp. 396-397.

� “de discipline militaire”の部分に関しては、フランス人研究者の意見も参考にしつつ、現時点では
このように解釈している。ただ、この表現は漠然としており、今後も検討を続ける必要がある。


 ジェラールはコネタブリの主席書記官で、1739年以来この職にある。Almanach royal, année bissex-
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tile M. DCC. LX., Paris, 1760, p. 236.
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